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第 5 章では，引張形の X ， T継手の力学的性状を圧縮形の継手の場合と比較検討し，旦つ，引張形継
子の耐力と変形を圧縮形継手の場合と同様な手法で求めている。この結果，既存の研究に述べられてい
るように，引張形の終局耐力を圧縮形の1.5 ,._ 2.0 倍と推定することは，広い範囲の形状パラメーター
に対して適合しないこと，引張形継子の破壊は，圧縮形継手と異なり，主管i乙局部変形が生じて後，溶
接lfl上端部に生じたキレツの急激な成長により破断するため，溶接条件の差異によるバラツキが大きいこと，引張
形継手の終局耐力は，圧縮形継手に比し，大きく上昇するが，降伏耐力は終局耐力ほど上昇しないこと
などを明らかにしている。
第 6 章では，各種の管ガセットプレート継手の終局耐力式をリングモデノレに置き換えて得られる有効
幅の考え方を基にして提案しているが この耐力式が，圧縮・引張ともに精度良く終局耐力を予測する
ことを示している。本論文で取り扱った以外の管ガセットプレート継手に対しても，この手法を応用す
ることは有効であることを示唆している。
第 7 章は，本研究で得られた主な結論をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，形状・寸法因子が複雑なため力学性状の把握が極めて困難な鋼管部材の分岐継手について
実験的研究を行い，設計法の確立に有用な耐力・変形に関する基礎資料を整えたものであり，得られた
主要な成果は次のようになる。
(1) 多数の試験結果の統計的調査より，冷間成形鋼管の降伏点と降伏比の値が主として管径管厚比で予
測されることを示している。
(2) 支管が圧縮力を受ける各種分岐継手の耐力と局部変形量について実験的・解析的に考察し，形状パ
ラメーターの広い範囲まで精度よく適用しうる設計式を提示している。
(3) 支管が引張力を受ける各種分岐継手の力学性状を向上の手法で追究しその破壊耐力が溶接細部の条
件によって大きく相異すること，圧縮型のものとくらべて，降伏耐力には大差ないが，終局耐力は可
成り上昇することなどを明らか iこしている。
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(4) 各種の管ガセットプレート継手の終局耐力式を導き その有用性を示している。
以上のように，本論文は，力学性状が複雑な鋼管分岐継手について精密な実験を重ね，耐力・変形性
状などを精度よく予測する手法を提案し 貴重なデータを整えて，合理的な設計法を確立するのに有効
な基礎を築いたものであり，建築工学に寄与する所多大である。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める c
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